語りと音楽で巡る武蔵国分寺のいまむかし（55分）
文語り・構成：畑中久美子

曲：創作組曲「武蔵まほろば」より
演奏：エスニック・キッチン
演奏：万葉の風のイントロ部分

■今を去ること、およそ1300年前に始まる奈良時代。都には、中国・朝鮮はもとより、シルクロードを通って、遥か中央アジアや、西アジアからも、様々な異国文化が押し寄せました。しかし、その華やかさとは裏腹に、国内には、天災や飢饉や疫病が蔓延した、辛い時代でもありました。
その災いに心を痛めた、時の聖武天皇は、仏教によって国の災いを鎮めることを、国策としてかかげ、天平13年（西暦741年）、全国に向かって「国分寺建立の詔」を発しました。その詔は、必ず好処＝「好き処」を選び、国の華たる七重の塔を建て、男のお坊さんの僧寺と、女のお坊さんの尼寺を、必ずセットで建立するように、という内容でした。この広大な武蔵の国で好処として選ばれたのは、現在の府中市に置かれていた国府から見て真北の場所。東西にのびる国分寺崖線の懐に抱かれた、現在の国分寺市西元町一帯が、国を鎮める寺院の建立に相応しい「好き処」として選ばれました。
　太古の時代の、多摩川の流れが削った痕といわれる国分寺崖線。その山裾からは、たくさんの湧水が湧き出ています。その中でも、とりわけ水量豊かな真姿の泉の、ほぼ真南300ｍの場所に七重の塔が建てられ、塔から250ｍほど西側には、僧寺の金堂・講堂が、さらに、当時の国道・東山道武蔵路を挟んだ西側には、尼寺が建設されました。その七堂伽藍が完成したのは、国分寺建立の詔から十数年後、あるいは二十年ほど後、といわれています。
　現在の国分寺市から府中市に少し入ったあたりに、寺院の敷地へと続く、「参道口」の遺構が発見されています。その「参道口」から眺めると、緑豊かな国分寺崖線をバックに、参道の正面には僧寺の壮大な金堂。その右手30度あたりには、高さ60ｍもあったという七重の塔がそそり立っています。そして左手60度あたりには、僧寺よりやや小ぶりの、尼寺の伽藍が立ち並んでいます。朱に塗られた堂塔が、見事なバランスで、絶妙に配置された風景は、どれほど美しかったことでしょう。
　これらの建物は、鎌倉時代末期の1333年、新田義貞の鎌倉攻めの際、分倍河原の戦いで敗れ、一時、撤退した新田軍によって、焼き払われてしまいましたが、その時、炎の中から自ら飛翔して、難を逃れたと伝えられる薬師如来座像は、現在の薬師堂の本尊として大切に祀られています。
当時の堂塔は全て灰燼（かいじん）に帰し、今は広大な野っぱらに、建物の礎石が転々と残るのみ。礎石の上にそそり立つ、往年の御堂の姿は今は幻となりましたが、史跡の上には今も万葉の時代と同じ風が吹き渡り、いにしえの面影を運んで来るようです。
演奏：1.万葉の風
■国分寺崖線の山裾から湧き出でるたくさんの湧水は、今は開発の波にあらわれて、小さな流れとなってしまいましたが、太古の昔も、また武蔵国分寺が威容を誇っていた当時も、ハケ下一帯は、湧水を集めた、広い沼地のような場所だったと想像されます。

冷え込みの厳しい冬の朝、地中から湧いて出たばかりの湧水は、外気よりもずっと暖かく、その水面には水蒸気が立ち、崖線の森一帯は、朝霧に包まれたことでしょう。そんな朝の幻想的な光景から、国分寺崖線の一日が始まります。
演奏：2.朝もや
■国分寺崖線は、太古の昔の人々にとって、絶好の住処でした。旧石器時代や縄文時代の人々は、この崖線の森と水を慕って、南向き斜面の上の高台に住み着きました。

　縄文の人々は、朝、ハケ下の泉に水を汲みに行き、水辺は、賑やかなおしゃべりの場所でもあったことでしょう。今でも真姿の泉には、毎朝、大勢の人が水を汲みに訪れ、常連さんたちも、初めて来た人も、皆、親しく言葉をかわしています。人間のやることは、太古も今もあまりかわっていないようです。

　縄文人たちは、どんな道具で水を運んでいたのでしょう。縄文土器は分厚く重すぎて、水を運ぶのには適していないようですので、何か別の入れ物を使ったとしたら、それは瓢箪か何かでしょうか。いくつかの瓢箪に一日分の水を入れ、それを編みカゴに入れて、担いだのか、頭にのせたのか、そんな風にして水を運んでいたのかも知れません。

　ハケ上と泉の間の斜面には道がつけられ、そこを縄文人たちが、エッチラオッチラと水を運んで行く足取りは、こんな感じだったでしょうか。
演奏：3.Uki-Uki水汲みウォーク
■武蔵国分寺の名前を受け継ぐ現在の国分寺。その本堂の境内には、万葉集に登場するたくさんの植物が植えられています。本堂右手の庫裏の前に小さな水辺があり、毎年夏になると、見事な大賀蓮が花開きます。

泥田の中でも美しい花を咲かせる蓮。硬いつぼみは夏の早朝、ポンと音をたてるように開くと聞きます。釈尊の誕生の際、蓮の花が開いて、その瞬間の到来を告げたそうです。
演奏：4.蓮花
■奈良時代に引き続き、その次の平安時代もまた、天災や飢饉や疫病が絶えない時代でした。とりわけ、天然痘の流行は多くの人々を苦しめていました。

聖武天皇が国分寺建立の詔を出してから、およそ100年後の嘉祥元年（848年）、不治の病に苦しむ玉造小町が、病気平癒祈願のために、武蔵国分寺を訪れたと伝えられています。小町の不治の病とは、おそらくは天然痘のこと。薬師如来を21日の間参詣すると、一人の童子が現れ、小町を真姿の池へと案内し、この水で、身を清めるようにと言って、姿を消しました。小町がそのとおりにすると、たちどころに病は癒え、元の美しい姿に戻りました。それから人々は、この池を、まことの姿の池、「真姿の池」と呼ぶようになったと伝えられています。
小町の病を癒した泉は、今も癒しの場所として、人々をひきつけて止みません。
演奏：5.泉に来たりて

■武蔵国分寺の地には、様々な時代の歴史の足跡が刻まれており、まさに歴史の重層地帯です。寺院跡に点在する、礎石の一つ一つには、巨大な朱塗りの柱がそそり立っていました。そんな往年の姿を思い浮かべれば、柱の陰に見え隠れする「時の精霊」たちに導かれるように、次々に時代の扉が開かれて、まるで時の回廊を巡っているような、不思議な気分に浸されます。
演奏：6.時の回廊
■時の回廊の扉のむこうから、何やらけたたましいほど賑やかな異国風の音楽が聞こえてきます。

聖武天皇の国分寺建立の詔から、11年後の752年。全国国分寺の総本山、奈良東大寺の大仏開眼供養の法会には、国内外から、1万人もの僧侶が集まったと、伝えられています。

そこにはまた、海外からもたくさんの歌舞団や楽人たちが訪れ、異国情緒たっぷりの、歌舞音曲が繰り広げられたことでしょう。都からは遠く離れた武蔵国分寺でも、法会の時に異国風の踊りが奉奏されていたとしたら、それはこんな感じの曲だったかもしれません。

演奏：7.異国風の踊り
■法会が終わり、夜が訪れると、東の空には、満月に二日足りない十三夜の月。
～満つる日を待てど　悲しき十三夜　風に砕けし　水底の月～

～満つる日を　待てど悲しき十三夜　風に砕けし　水底の月～

真姿の池の、水面に映る月が風に砕かれる時、この地に宿る精霊たちが目覚め、乱舞します。

舞は次第に激しさを増し、狂いの境地に至ることで魂は浄化され、やがて月が西の空へと傾く頃、朝の光の中へと昇華されてゆきます。
演奏：8.十三夜～月下の舞

■長い歴史の中で、人の世の喜びや悲しみが、幾重にも折り重なった武蔵野。その原野は、「悠久の時」という名の、巨人の住処でもあるようです。それぞれの時代に生きた、名もない人々の人生に思いをはせ、この先も、この地が平和で平穏な場所であり続けるようにと祈りを込めて、最後の曲、「まほろば」で、この物語を締めくくりたいと思います。
演奏：9.まほろば

「語りと音楽で巡る武蔵国分寺のいまむかし」、いかがでしたでしょうか。

最後になりましたが、メンバー紹介をいたします。

アルトサックス、鳴り物：畑中武。

パーカッション、木村草彦。

そして、篠笛、バラフォンと語りは、畑中久美子でした。
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